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1. はじめに



4はじめに

Ranorex は、Azure DevOps（※）と連携してテストを実行することができます。

※Microsoft Azure DevOps (ADO) とは、クラウド ベースの CI ソフトウェアです。
 Azure DevOps の詳細については、https://azure.microsoft.com を参照してください。

本資料では、Ranorex で作成したテストを Azure DevOps のビルドパイプラインで
実行する手順について説明します。

Ranorex と Azure DevOps の連携は、以下のRanorex ユーザーガイドでも紹介しています。

https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-

integration/introduction/

https://azure.microsoft.com/
https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-integration/introduction/
https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-integration/introduction/


5実行構成

テストの作成・実行環境(Windows 11)

rx_webapptest

Ranorex ソリューション

Repos Pipelines

Git上のRanorexソリューションを
Repos で管理

ビルドパイプライン

Azure Pipelines agent で

Azure DevOps へ接続

ソリューション管理(Git)

Azure Pipelines Agent

Ranorex ソリューションをReposで管理

※本資料では、Ranorex Studio v11.3.3を使用しています



2. Azure DevOps の設定



7Azure DevOps のプロジェクトの作成

Azure DevOps プロジェクトを作成します。

プロジェクト名1

2

3

4 バージョン管理ツールを Git に設定

Private (非公開) の設定

プロジェクトの説明 (任意)



8リポジトリの作成

Git で管理しているRanorex ソリューションを Azure Repos で管理する場合には
以下の手順でAzure DevOps 上にリポジトリを作成します。

1. Azure DevOps プロジェクトの左側のメニューから Repos を選択します。

2. New Repository を選択します。



9リポジトリの作成

3. 任意のRepository name を設定のうえ、Create を選択します。

4. リポジトリが生成されます。
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Azure DevOps プロジェクトフォルダーをリポジトリフォルダーにクローンします。

以下の手順でおこないます。

1.任意の場所にリポジトリフォルダーを作成し、リポジトリフォルダーのなにもないスペースを右クリックします。

2. Git Bash Here をクリックしてコマンドラインを開きます。

Azure DevOps プロジェクトフォルダーのクローン

プロジェクトフォルダー リポジトリフォルダー
クローン
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3. Azure DevOps プロジェクトで、Repos をクリックします。

4. 右上の Clone をクリックします。

5. Clone Repository で、プロジェクトフォルダーのURLをコピーします。

6. コマンドラインに git clone と入力し、プロジェクトフォルダーのURLをペーストし、Enterを押下します。

リポジトリフォルダーには、クローンされた Azure DevOps プロジェクトフォルダーが追加されます。

Azure DevOps プロジェクトフォルダーのクローン



12.gitignore ファイルの追加

Git リポジトリの .gitignore ファイルは、特定のファイルをコミットから除外するよう Git に指示します。
このファイルを指定せずともインテグレーションをおこなうことができますが、指定しない場合には
不要なファイルがコミットに含まれることになります。

手順については、以下のユーザーガイドをご参照ください。
.gitignore ファイルの追加
https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-

integration/create-ado-project-and-git-repo/#Add.gitignorefile

https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-integration/create-ado-project-and-git-repo/#Add.gitignorefile
https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-integration/create-ado-project-and-git-repo/#Add.gitignorefile


3. Azure Pipelines agent の
セットアップ



14Azure Pipelines agent のセットアップ

Azure DevOps パイプラインを実行するには、Azure Pipelines agent が必要です。

Azure Pipelines agent はテストの実行環境となります。物理マシンまたは仮想マシンに 

Azure Pipelines agent をインストールし、Azure DevOps に接続すると、パイプラインを
エージェントに渡すことができます。

Agent

Repos

Pipelines

接続

Azure Pipelines agent

テスト実行環境



15Azure Pipelines agent のセットアップ

1. Azure DevOps プロジェクトの左下で、Project settings をクリックします。



16Azure Pipelines agent のセットアップ

2. Azure pools を選択し、Add pool をクリックします。



17Azure Pipelines agent のセットアップ

3. Azure pools の各種設定をおこない、Create ボタンをクリックします。

Agent pools の一覧にエージェントが追加されます。
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4. 表示されたエージェントビューで、New agent をクリックします。

5. OSとしてWindows OSのアーキテクチャ（x64またはx86）を選択し、ダウンロードをクリックします。
6. ダウンロードした.zipファイルを任意のフォルダーに解凍します。

Azure Pipelines agent のセットアップ



19Azure Pipelines agent のセットアップ

ダウンロードしたエージェントの設定をおこないます。
config.cmd を実行するとコマンドプロンプトが起動し、各種設定がおこなえます。

エージェント設定の詳細は、以下のユーザーガイドをご参照ください。
・エージェントの設定

https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-

integration/set-up-an-azure-pipelines-agent/#Configuretheagent

上記ユーザーガイドの 手順5 で記載されているPATの作成方法は、以下のURLをご参照ください。
・個人用アクセストークンを使用する
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/devops/organizations/accounts/use-personal-

access-tokens-to-authenticate?view=azure-devops&tabs=Windows

https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-integration/set-up-an-azure-pipelines-agent/#Configuretheagent
https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-integration/set-up-an-azure-pipelines-agent/#Configuretheagent
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/devops/organizations/accounts/use-personal-access-tokens-to-authenticate?view=azure-devops&tabs=Windows
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/devops/organizations/accounts/use-personal-access-tokens-to-authenticate?view=azure-devops&tabs=Windows


4. パイプラインの作成と実行



21パイプラインの作成

パイプラインを作成します。
1. プロジェクトの左メニューから Pipelines をクリックし、New pipeline をクリックします。



22パイプラインの作成

2. Use the classic editor をクリックします。



23パイプラインの作成

3. Azure Repos Git を選択し、各種設定をおこないます。
下図では、Ranorex ソリューションを管理しているRx_AutomationをRepository として指定しています。



24パイプラインの作成

4. .NET Desktop を選択し、Apply をクリックします。



25パイプラインの作成

4. Agent job にタスクを追加します。

 今回は、Visual Studio build と Run Ranorex Studio test executable を使用します。

ここで設定したタスクは上から順に実行されます。



26パイプラインの作成

タスクを追加する場合には、Agent job 横の ＋ ボタンをクリックします。
Run Ranorex Studio test executable は、検索フォームに Ranorex と入力すると表示されます。

Add をクリックすると、Agent job に追加されます。



27パイプラインの作成

Run Ranorex Studio test executable は、Ranorex Studio の公式ビルドタスクとなり、
さまざまなオプションをGUI上から設定できます。
詳細は、以下のURLをご参照ください。
・公式 Ranorex Studio ビルド タスク

https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-

integration/create-and-execute-an-ado-pipeline/#OfficialRanorexStudiobuildtask

https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-integration/create-and-execute-an-ado-pipeline/#OfficialRanorexStudiobuildtask
https://support.ranorex.com/ja/userguide/interfaces-connectivity/azure-devops-integration/create-and-execute-an-ado-pipeline/#OfficialRanorexStudiobuildtask


28パイプラインの実行

パイプラインを実行する前に、 Agent を起動します。
ダウンロードしたエージェントフォルダ配下にある run.cmd を実行します。

Run pipeline をクリックします。



29パイプラインの実行

パイプラインが実行されます。
今回のパイプラインでは、ReposからRanorex ソリューションファイルを取得し、
Ranorex ソリューションをビルドした上で、テストが実行されます。



30パイプラインの実行

Ranorex のテストを実行したことで、Ranorex レポートが出力されています。
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